
 
 

さど
『金井保育園』新園舎が開園しました
　平成26年度から整備を進めてきました金井保育園が、5月9日から利用を開始しました。
木のぬくもりを感じる新しい園舎には「かない地域子育て支援センター」と佐渡市内では初となる
「佐渡市病後児保育室（定員６名）」も同時に開設しました。
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利
用
日
時

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

※�

原
則
と
し
て
連
続
し
た
８
日
間
以
内
に
限
り
ま

す
。

負
担
金	

　

・
１
日
（
４
時
間
超
）
２
千
円

　

・
半
日
（
４
時
間
以
内
）
千
円

　

※�

子
育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
カ
ー
ド
を
ご
提
示
い
た
だ
く

と
、半
額
に
な
り
ま
す
。

　
　
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

定
員　
６
名

対
象
者

　

�

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
い
ず
れ
か

に
通
っ
て
お
り
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
お
子
様
。

①�

０
歳
（
生
後
６
か
月
経
過
後
の
翌
月
）
か

ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子
様
。

②�

保
護
者
の
仕
事
な
ど
の
た
め
に
、
家
庭
で

保
育
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

③�

お
子
様
の
住
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と
。
ま

た
は
、
住
所
が
市
外
で
あ
っ
て
も
市
内
の

保
育
園
等
に
通
園
し
て
い
る
こ
と
。

④�

お
子
様
が
病
気
や
怪
我
を
し
て
い
る
が
回

復
期
で
あ
り
、
受
診
し
た
医
師
か
ら
「
病

後
児
保
育
が
可
能
」
と
い
う
証
明
（
病
後

児
保
育
症
状
連
絡
票
）
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

※�

病
後
児
保
育
症
状
連
絡
票
は
市
内
の
医
療
機
関
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

※�

お
預
か
り
す
る
際
の
基
準
、症
状
の
め
や
す
に
つ
い

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

⑴
事
前
登
録

　

事
前
に
「
病
後
児
保
育
登
録
申
込
書
」
を

病
後
児
保
育
室
（
金
井
保
育
園
内
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
は
年
度
末
ま
で
有
効
で
す
。年
度
が
変
わ
る

と
再
登
録
が
必
要
で
す
。

⑵
医
療
機
関
受
診

　

病
気
や
怪
我
で
登
園
・
登
校
で
き
な
い
時

に
医
療
機
関
を
受
診
し
、「
病
後
児
保
育
症

状
連
絡
票
」
を
医
師
に
記
入
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。（
市
内
の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
可
）

⑶
電
話
予
約

　

病
後
児
保
育
室
へ
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ

さ
い
。（
原
則
と
し
て
前
日
ま
で
）

※�

ご
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す

◆�

ご
利
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金
井
保
育
園
併
設 

　
「
佐
渡
市
病
後
児
保
育
室
」を
開
設
し
ま
し
た
！

病後児保育とは
　病状が安定し回復に向かっている
お子様を、専用施設で一時保育する
事業です。
　病状の変化に対応できるよう佐渡
総合病院と連携しながら、保育士や
看護師などが保育を担当します。
　ご利用にあたっては事前登録とご
予約が必要です。また、医師から「病
後児保育が可能」と診断されたお子
様に限ります。

お問い合わせ　
佐渡市病後児保育室
（千種丙 202 番地 1 金井保育園内）
☎６３－５５３５
市役所社会福祉課子育て支援室�
保育係
☎６３－５１１３

病後児保育室「ほほえみ」室内

市報さど　平成28年6月号
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　５月15日㈰、佐渡を代表するスポーツイベントのひ
とつ「2016スポニチ佐渡ロングライド210」が開催され
ました。
　晴天に恵まれた今大会は、過去最多の3,350人が参
加し、3,197人が完走しました。佐渡の雄大な自然の中
を駆け巡りながら、市民の皆さんとの触れ合いや景観
などを楽しんでいる方も多く見られました。
　参加者たちは、午前５時30分、佐和田地区の河原田
小学校グラウンド脇を順次スタートし、佐渡の海岸線を
時計回りに一周する210キロ、島の北半分の大佐渡を
一周する130キロ、島の北側を半周する100キロ、相川
で佐渡金山観光と島のグルメを楽しむ40キロの４つ
のコースを、それぞれのペースで走り抜けました。

この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。

金子副市長が退任されました
去る５月 31日に、金子　優 副市長が退任されました。
平成 24年６月末から約４年、多方面にわたりご尽力頂きました。

市報さど　平成28年6月号

2016スポニチ佐渡ロングライド210
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　第２次計画改訂にあたり、３計画共通の視点で一体的に健康づくりを
推進します。
　３つの計画とも世代別に健康づくりを策定しました。
今回は『育ち盛り世代（おおむね０～18歳）の計画』について
紹介します。
　育ち盛り世代は、規則正しい生活習慣を身につけ、また、親（家族）
からの愛情を受け、こころの安心感を築くことが大切な時期です。

　この原因としては、幼少期からのDVDやゲームなどの遊びの増加、偏食や欠食など食生活の乱れ、早寝
早起きができないといった生活習慣の乱れが大きいと考えています。さらに、年齢があがるにつれて毎日
の朝食摂取の割合が減ってきており、中学生で 85.3％（平成 26年度生活習慣アンケート）となっています。

【重点取組】
　次の３点を重点に保育園・学校・医療機関などと連携し、働きかけます。
　・�親と子で生活習慣を見直し、適切な生活習慣（早寝・早起き・朝ごはんと食後
の歯みがき）を身につける。

　・�毎日の生活の中で、子どもとのスキンシップを図り、親子の信頼関係を築くこ
とで、子どもの健やかなこころを育む。

　・�子どもの発達段階をわかりやすく伝え、理解することで、楽しみながら安心し
て子育てをする。

目指す姿
　○親子のこころのつながりをしっかり形成することで、自分を大切にできる子になる
　○親子で育ちあいながら、生活習慣を身につける
　○家族や地域で協力して育児ができる

次号は、『働き盛り世代（おおむね 19～ 64歳）の計画』について、紹介します。
お問い合わせ　市役所市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３－３１１５

世
代
別
区
分

○育ち盛り世代	
　（おおむね０～ 18歳）
○働き盛り世代	
　（おおむね 19～ 64歳）
○活躍盛り世代	
　（65歳以上）

を紹介
     　します

「健幸さど 21」第2次  計画
第2次  佐渡市歯科保健計画
第2次  佐渡市食育推進計画

小・中・高校生肥満割合

15
（％）

10

5

0 小学生

佐
渡
市

新
潟
県

中学生 高校生

11.4 12.4
13.7

9.4
7.8 7.9

3歳児むし歯有病率（％）

0

10

20

30

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

24.9 24.3 24.0

16.2 14.6 13.9

佐
渡
市

新
潟
県

○小中高校生の肥満割合
　佐渡市の子ども
の肥満割合は、県
内平均の約 1.5 倍
となっています。

○むし歯有病率
　佐渡市の子ど
ものむし歯有病
率は、3 歳児で
県平均の約 1.7
倍、永久歯に生
え替わる 12 歳
児でも県平均の
1.3 倍となって
います。【平成26年度　学校保健統計調査】

【�小児の歯科疾患の現状と歯科保健対
策および乳幼児等歯科健康診査実施
状況（新潟県）】

【現状】
　佐渡市の出生数は平成 16 年では 400 人を超えていましたが、平成 26 年では 350 人 を下回り、�
より一層少子化が進んでいます。
　 子は宝と言われますが、『佐渡市の宝』子どもの健康状態はどうなっているのでしょうか？

市報さど　平成28年6月号
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 修学旅行先で 
世界遺産登録を応援！！
　４月21日、相川
中学校の３年生
が修学旅行で訪
れた東京都内で、
グループに分かれ
て、新聞社やアンテナショップなど７ヶ所を
訪問し、世界遺産登録を目指す佐渡金銀山
の魅力をＰＲしました。
　今回の取り組みは、佐渡金銀山の世界遺
産登録実現に貢献できればと、昨年の秋か
ら準備を始めました。当日は、パネルやプレ
ゼンテーションソフトを使い、金銀山の歴
史や佐渡の特産品など、佐渡の魅力につい
て説明しました。生徒たちは「どの訪問先で
も、たくさんの人たちが熱心に聞いてくれた
し、訪問先の方々も大変親切にしてくれてう
れしかった。」と感想を述べています。
　今回の取り組みをきっかけにして、今後も
総合的な学習などで、佐渡の魅力を発信す
る活動を続けていきます。
お問い合わせ
　市立相川中学校　☎７４－２１５７

７月に参議院議員通常選挙が 
行われます
◎�選挙権年齢が「18歳以上」に改正されました
　５月20日、佐渡高等学
校では今年度3回目となる
主権者教育が行われ、市
選挙管理委員会の職員を
講師に３年生が投票の仕
方などを学びました。

◎障がいのある方には自宅で投票ができる制度があります
　対象者は次の方で、事前に「郵便等投票証明書」の交付が
必要です。交付には一週間程度かかる場合がありますので早
めに申し出てください。
①�身体障害者手帳をお持ちの方（両下肢・体幹・移動機能の
障害が1級または2級、心臓・じん臓・呼吸器・膀胱・直腸・
小腸の障害が1級または3級、免疫・肝臓の障害が1級から�
3級）

②�戦傷病者手帳をお持ちの方（両下肢・体幹の障害が、特
別項症から第2項症、心臓・じん臓・呼吸器・膀胱・直腸・�
小腸・肝臓の障害が特別項症から第3項症）
③介護保険の要介護状態区分が要介護5の方
お問い合わせ
　佐渡市選挙管理委員会　☎６３―３１１１

平成28年度　アミューズメント佐渡自主事業

ケイコ・リー with 宮本貴奈トリオコンサート
　人気・実力ともに№１ジャズヴォーカリストとして人気を確立し
ているケイコ・リーが佐渡でコンサートを開催します。「イエスタデ
イ」「キャラバン」「ウィ・ウィル・ロック・ユー」など、大ヒット曲から
スタンダードまで、きらめく名曲の数々をお楽しみください！

◇出演者	 ケイコ・リー	 宮本貴奈（ピアノ）�
	 加納樹麻（ドラム）	 坂井紅介（ベース）�
	 スペシャルゲスト 狩野泰一（篠笛）
◇日　時	 ６月 22 日㈬　開場：午後６時　 開演：午後７時
◇会　場	 アミューズメント佐渡　大ホール
◇入場料	 Ｓ席 	 ４，０００円�
	 Ａ席	 ３，５００円�
	 ２階自由席	 ２，５００円
◇チケット販売中　�丸屋書店、曽我商店、ヤマゴ、ホンマ衣

料品店、本間書店、玉箋堂、佐渡市スポー
ツ協会、アミューズメント佐渡

◇主　催	 佐渡市教育委員会

お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎５２－２００１

相川中学校３年生

市報さど　平成28年6月号
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住宅用火災警報器（住警器）10年たったら交換しましょう
　住警器の設置が義務となって今年の６月で 10年になります。
　新築住宅は平成 18年６月から、既存住宅は平成 23年６月
から義務化されました。
　そろそろ住警器本体の交換時期が来ています。

　◎住警器を設置していますか？
・�全ての住宅の寝室と階段（寝室が２階以上にある場合）に必
ず設置してください。
・市内の２割の住宅でまだ設置されていません。
・台所、居間などへの設置もおすすめします。

　◎あなたの大切な「命」と「財産」を守ります！
・�火災は早期発見が重要です。特に就寝中の火災の早期発見に
は住警器が効果的です。
・�住警器を設置している場合は、設置してない場合に比べ、死
者の発生は２/３、焼損面積、損害額は概ね半減しています。
（消防庁）

　◎定期的に作動を確認しましょう！
　点検ボタンを押すか点検ひもをひっぱり、１ヶ月に１回
作動確認をしましょう。作動確認をしても住警器に反応が
なければ、本体の故障か電池切れです。住警器本体または
電池を交換しましょう。

　◎10年たったら住警器本体を交換しましょう！
　住警器本体にも寿命があります。古くなると電子部品の劣化で火災を感知しなくなる恐れがあります。
いざというときに火災を感知しなくては意味がありません。
　住警器本体は 10年を目安に交換しましょう。
お問い合わせ　消防本部予防課　予防係　　☎５１－０１２３

佐
渡
市
公
共
施
設
等 

総
合
管
理
計
画（
案
）に 

つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

佐
渡
市
で
は
、
公
共
施
設
等
に
つ
い
て
長
期

的
な
視
点
か
ら
計
画
的
に
更
新
・
統
廃
合
・
長

寿
命
化
な
ど
を
行
い
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平

準
化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
を
よ
り
適

切
に
配
置
し
て
い
く
た
め
、「
佐
渡
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
期
間

　

６
月
８
日
㈬
～
７
月
７
日
㈭

閲
覧
場
所

　

市
役
所
行
政
改
革
課
（
本
庁
舎
３
階
）、
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書

館
、各
教
育
事
務
所
（
公
民
館
）、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ意
見
の
提
出
方
法

　

ご
意
見
提
出
用
紙
（
閲
覧
場
所
に
配
置
）
に

記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
専
用
フ
ォ
ー

ム
で
、
市
役
所
行
政
改
革
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

し
ま
す
（
氏
名
等
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

意
見
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
行
政
改
革
課
行
革
推
進
係

　

☎
63
―
３
１
１
１
／

63
―
５
１
２
５

ピューピュ
ー

火事です！

火事です！

住警器の効果は抜群です！
一人ひとりの防火が地域全体
の防火に繋がります！

市報さど　平成28年6月号
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「
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

一
人
が
一
日
に
出
す
汚
濁
量
は
、
し
尿

で
13
ｇ
、
雑
排
水
（
台
所
や
お
風
呂
か
ら

の
排
水
）
で
27
ｇ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
尿
く
み
取
り
の
お
宅
な
ら
雑
排
水
の

27
ｇ
が
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
、
し
尿
の
み

を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
の
お
宅
な

ら
、
し
尿
を
処
理
し
た
４
ｇ
と
雑
排
水
の

27
ｇ
を
合
わ
せ
て
、
31
ｇ
の
汚
濁
物
質
が

側
溝
を
通
っ
て
川
へ
、
そ
し
て
海
へ
放
流

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
汚
濁
物
質
は
放
流

し
て
す
ぐ
に
は
大
し
て
影
響
が
無
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
流
れ
て
い
く
過
程
で
腐
敗
し

臭
い
や
害
虫
の
発
生
を
促
し
、
川
や
海
の

生
態
系
に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

特
に
単
独
浄
化
槽
の
場
合
は
自
分
の
前

か
ら
汚
水
は
流
さ
れ
て
い
く
の
で
本
人
は

快
適
で
す
が
、
そ
れ
は
下
流
域
に
お
住
ま

い
の
方
の
我
慢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

快
適
さ
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
お
奨
め
し
た
い
の
が
、
し
尿
と

雑
排
水
を
合
わ
せ
て
処
理
で
き
る
上
に
、

処
理
能
力
自
体
も
単
独
処
理
浄
化
槽
よ
り

も
優
秀
な
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
で
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
き
ち
ん
と
保
守
し

て
や
れ
ば
90
％
以
上
の
除
去
率
を
発
揮
し
、

放
流
水
に
は
し
尿
・
雑
排
水
合
わ
せ
て
も

４
ｇ
以
下
の
汚
濁
物
質
し
か
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

市
で
は
こ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
推
進
し
、
設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
自
分
と
ご
近
所
の
住
環
境
の

た
め
、
ま
た
佐
渡
の
き
れ
い
な
川
と
海
を

取
り
戻
す
た
め
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象
地
域

　

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・

漁
業
集
落
排
水
事
業
の
認
可
区
域
外
の
地

域
（
た
だ
し
、
認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も

７
年
間
供
用
開
始
が
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
地
域
は
対
象
と
な
り
ま
す
）

○
補
助
対
象
者

・�

住
居
の
単
独
処
理
浄
化
槽
・
し
尿
汲
取

り
便
槽
を
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り

替
え
設
置
す
る
方

・
住
居
に
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

・�

地
域
の
集
会
場
等
で
新
た
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方

○
補
助
対
象
額

・
５
人
槽	

35
万
２
千
円

・
６
～
７
人
槽	

44
万
１
千
円

・
８
～
10
人
槽	 



58
万
８
千
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費	

９
万
円

※�

補
助
は
予
算
の
枠
内
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、申

請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
請
等
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、国
中
地
区
は
上
下
水
道
課
、両
津
・
相

川
地
区
は
各
支
所
、小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
地
区
は

羽
茂
支
所
の
上
下
水
道
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
浄
化
槽
の
保
守
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
力
で
汚
水
を
浄
化

し
ま
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
充
分
に
発
揮

す
る
た
め
に
は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
浄
化
槽
法
で
は
、
４
ヵ
月
に

１
回
以
上
の
保
守
点
検
、
年
１
回
以
上
の

清
掃
・
く
み
と
り
、
年
１
回
の
法
定
水
質

検
査
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
（
回
数
は
全

て
家
庭
用
の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
場

合
）。

　

特
に
水
質
検
査
は
ご
家
庭
か
ら
の
放
流

水
が
住
環
境
・
自
然
環
境
に
対
し
て
安
全

か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

毎
年
欠
か
さ
ず
に
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
市
役
所
上
下
水
道
課

　

下
水
道
維
持
管
理
係　

浄
化
槽
担
当

　

☎
55
―
２
２
２
２

「佐渡市一斉清掃」参加者募集！
実施日：６月 25日㈯または 26日㈰（予備日：7月 2日㈯、3日㈰）
実施場所：集落内道路や海岸（湖岸）等
　市民が一丸となり一斉清掃に取り組み、きれいな佐渡で観光客等佐
渡を訪れる方たちをお迎えすることが「おもてなし」の第一歩です。
　また「トキの舞う美しい島佐渡」の実現と「佐渡金銀山の世界遺産
登録」に向けても重要な取り組みとなりますので、ぜひ多くの皆様の
ご参加をお願いします。ご参加いただける方は、各地区の市政事務嘱託員へご連絡ください。
お問い合わせ　市役所環境対策課クリーン推進係
　　　　　　　☎６３－３１１３または、各支所・行政サービスセンターまで

市報さど　平成28年6月号
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佐
渡
市
の
皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。

　

中
国
黒こ
く

竜
り
ゅ
う

江こ
う

省し
ょ
うハ
ル
ビ
ン
市
か
ら
参

り
ま
し
た
寧ね
い

顕け
ん

剛ご
う

と
申
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、佐
渡
市
役
所
の

国
際
交
流
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

私
の
故
郷
の
ハ
ル
ビ
ン
市
は
古
く
か
ら「
東

方
の
パ
リ
」「
東
方
の
モ
ス
ク
ワ
」と
呼
ば
れ
、

１
９
８
５
年
か
ら
毎
年
１
月
に
開
催
さ
れ

る
ハ
ル
ビ
ン
氷
祭
り
は
世
界
三
大
氷
祭
り

の
一
つ
で
す
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
、日
本
の
ア
ニ
メ
を

見
る
の
が
大
好
き
で
、特
に「
ド
ラ
え
も
ん
」

「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」「
一
休
さ
ん
」等
は
子
供

時
代
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
。ア
ニ

メ
か
ら
影
響
を
受
け
て
、隣
国
日
本
へ
の

好
奇
心
を
膨
ら
ま
せ
た
私
は
、大
学
受
験

の
時
に
は
迷
わ
ず
日
本
語
を
専
攻
し
ま
し

た
。日
本
語
を
学
び
、日
本
人
と
交
流
す
る

う
ち
に
、日
本
人
の
仕
事
に
対
す
る
真
面

目
な
姿
勢
、礼
儀
正
し
さ
が
、日
本
で
働
き
、

「
真
の
日
本
」を
実
感
し
た
い
と
い
う
私
の

夢
を
一
層
強
く
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
員
と
し
て
佐
渡
市
か
ら
の
採

用
通
知
を
受
け
取
っ
た
時
の
喜
び
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ず
、夢
を
叶
え
る
た
め
の
大

切
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

4
月
13
日
、桜
満
開
の
時
期
に
初
め
て

佐
渡
市
に
来
ま
し
た
。佐
渡
市
は
東
京
等

の
大
都
市
と
違
い
、海
に
囲
ま
れ
、山
々
も

美
し
く
、長
い
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、さ
ま

ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
場
所
だ
と
体

感
し
ま
し
た
。日
本
で
の
生
活
は
、今
回
が

初
め
て
で
す
。仕
事
や
今
後
の
生
活
に
は
一

抹
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、佐
渡
の
か
た

が
た
は
親
し
み
や
す
く
、仕
事
面
だ
け
で

な
く
、生
活
面
に
お
い
て
も
頼
り
が
い
が
あ

り
、自
信
を
持
っ
て
臨
め
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
、中
国
国
内
で
の
記

者
・
編
集
者
経
験
を
生
か
し
、国
際
交
流
員

と
し
て
佐
渡
市
の
情
報
や
魅
力
を
中
国
国

民
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

佐
渡
市
の
皆
様
に
も
中
国
各
地
の
人
情
や

風
俗
な
ど
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

◆
市
役
所
観
光
振
興
課

　

３
資
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　

☎
63
―
５
１
１
６

「
島
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
む
ら
芝
居
」 

創
作
民
話
劇
の
定
期
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

赤
泊
演
劇
研
究
会
は
、
地
元
に
伝
わ
る

民
話
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
た
め

平
成
４
年
か
ら
毎
年
、
方
言
を
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ん
で
〝
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
舞

台
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
く
の
仲
間
と
と

も
に
創
作
民
話
劇
を
公
演
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
創
立
25
周
年
記
念
を
迎
え
、
３
月

６
日
㈰
、
赤
泊
総
合
文
化
会
館
を
会
場
に
、

相
川
の
千せ
ん
ぼ本
地
区
に
伝
わ
る『
黒
い
手
拭
』

と
い
う
お
話
し
の
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
演
者
は
、
５
歳
の
保
育
園
児
か
ら
80

歳
代
の
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
く
、
ま
た
、

地
元
の
民
謡
団
体
、
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
役
者
・
裏
方
ス

タ
ッ
フ
総
勢
１
０
０
人
余
り
で
舞
台
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
訪
れ
た
観

客
か
ら
は
、
笑
い
や
声
援
が
送
ら
れ
賑
や

か
な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。　

主
催
し
た

演
劇
研
究
会

の
菊
池
会
長

は
〝
演
劇
を

通
し
て
村
お

こ
し
〟
を
合

言
葉
に
、
脚

本
、
演
出
、

音
楽
、
道
具
、

照
明
な
ど
一

切
を
住
民
の

手
づ
く
り
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
仲
間
と
共
に
、
楽
し
い

舞
台
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
た
い
」
と

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
赤
泊
演
劇
研
究
会
は
長
年
に
わ

た
り
佐
渡
の
民
話
を
題
材
に
し
た
創
作
民

話
劇
の
公
演
を
通
じ
て
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
、
郷
土
の
伝
統
文
化
を
次

世
代
に
継
承
し
、
地
域
の
活
性
化
に
尽
力

し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年

度
新
潟
日
報
文
化
賞
「
社
会
活
動
部
門
・

団
体
」
に
輝
き
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
南
教
育
事
務
所

　

赤
泊
地
区
教
育
係

　

☎
87
―
３
１
４
１

こ
ん
に
ち
は  

　
国
際
交
流
員
で
す

赤泊演劇 
研究会

市報さど　平成28年6月号
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　「緑の森は地球の守り神」をスローガンに、将来を担う子供たちに佐渡の自然のすばらしさを直接
体験させ、緑の森の大切さを意識付けることを目的に、親子探勝会を開催します。
　緑の森に関心のある小・中学生の親子の皆さま、多数のご参加をお待ちしています。
日　　時／７月 24日㈰ 午前８時 30分　～　25日㈪　午後３時 30分
集合場所／金井就業改善センター前
参 加  費／保護者、小・中学生とも１人４，０００円（宿泊費・保険料込み）
探勝会場／石名県有林からドンデン山に至るエリア
宿 泊 先／ドンデン山荘
交通手段／佐渡市のマイクロバス
そ の  他　	・雨天決行します。
	 ・�トレッキングのスタイル、帽子、靴、リュックサック、弁当（24日の昼食）、飲料水、雨具、

タオル等の用意をお願いします。
主　　催　　佐渡地域緑化推進連絡会
※�詳しい内容および参加ご希望の方は、７月15日㈮までに下記へご連絡ください。

◆お問い合わせ・お申し込み�
　佐渡地域緑化推進連絡会事務局（佐渡市金井就業改善センター内）�
　☎６７－７９４５（月・水・金曜のみ）

参加者
募集！！

国際
交流の

活動を紹介します

　桜の季節になると、佐渡中に「どどん、どどん…」と太鼓の音が
あちこちから響きわたります。太鼓の音にあわせ、小バチを両手に
持って鬼面をつけた２人が交替で勢いのある踊りで家を一軒一
軒舞って回ります。これが佐渡に春の到来を告げる風物詩、伝統
芸能の一つ鬼太鼓です。
　佐渡にはおよそ100を超す鬼太鼓組があるといわれています。
男性だけで行われる鬼太鼓が一般的です。女性が太鼓を叩いて、
鬼面をつけ舞うのは珍しく、両津地区の春日鬼組は女性を受け入
れ、それに、毎年海外から来た数人のプロの和太鼓奏者など一
緒に舞って回っています。
　今年の新鬼を演じるアメリカ人の女性は「春日鬼組の皆さんは
本当に親切です。去年ははっぴを着て舞いましたが、今年は新鬼
を演じることができて、非常に光栄に思います」と笑顔で語りま
した。
　海に囲まれた四季折々の美しい自然を誇る佐渡の魅力とは、人
情味あふれる島民の皆さんであり、鬼太鼓を通して、佐渡の国際
交流をより深め、この島の良さを世界中に伝えていきましょう。

（文責：国際交流員　ン・ウィーテン）

鬼太鼓を通じて
　　　　国際交流の輪が広がる！

大佐渡の森と大地（ジオ）について 
　　　　　　　　学ぶ親子探勝会

今回参加した日系アメリカ人のスーザンさんと
ティファニーさん

市報さど　平成28年6月号
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第５回 シルクスクリーン 
国際ビエンナーレ展～佐渡巡回展～
◆開催概要
前　期／６月１日㈬～６月 30日㈭
後　期／７月１日㈮〜７月 25日㈪
会　場／佐渡版画村美術館
時　間／午前９時から午後５時�
　　　　（前期・後期の最終日は午後２時まで）
料　金／一般 400 円　小・中・高校生 200 円
　�　シルクスクリーン国際版画ビエンナーレ展
は、国内外からの芸術性の高い作品が応募さ
れており、この度の佐渡巡回展は、県内で初
の開催となります。
　�　入賞・入選作品 100 点
を前期、後期に分けて展
示を行います。
　�　伝統文化を写しとる作
品を通して国際交流の場
にぜひお越しください。
お問い合わせ
　佐渡版画村美術館
　☎７４―３９３１

佐渡小木たらい舟・さざえ
祭り開催します
　６月19日㈰午前9時30分から午後３時まで、
小木みなと公園を会場に佐渡小木たらい舟・さ
ざえ祭りを開催いたします。
　当日は小木名物たらい舟競漕、さざえのつ
かみ取りイベントの他、日本海浜汁の無料サー
ビス、佐渡の特産品販売や鮮魚販売などがあ
ります。また、芸能ステージでは、小獅子舞、
佐渡民謡など、多くの芸能団体が出演します。
　その他にも、お楽しみ抽選会など、盛りだく
さんの内容を計画していますのでお誘い合わせ
のうえ、ご来場ください。
お問い合わせ
　佐渡小木たらい舟・さざえ祭り実行委員会
　☎８６－３２００

平成28年度  税務職員（ 国家
公務員）募集

◆受験資格
①�平成 28 年４月１日において高等学校または中等教育
学校を卒業した日の翌日から起算して３年を経過して
いない者および平成 29 年３月までに高等学校または
中等教育学校卒業見込みの者
②人事院が上記１に掲げる者に準ずると認める者
試験の程度　高等学校卒業程度
◆申込方法等　【原則】インターネット申込み
○�「http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html」へアクセ
スし、説明に従い入力する。
○受付期間　�６月20日㈪午前９時～６月29日㈬�

［受信有効］
【インターネット申込みができない場合】郵送または持参
○提出先／�希望する第１次試験地を管轄する人事院各地

方事務局
○受付期間／�６月20日㈪～６月22日㈬�

［６月22日㈬までの通信日付印有効］
◆試験日
○第１次試験日　９月４日㈰
○�第２次試験日　10月12日㈬～ 10月 21日㈮のいず
れか第１次試験合格通知書で指定する日時

◆合格者発表日
○第１次試験合格者　10月６日㈭
○最終合格者　　　　11月15日㈫

◆お問い合わせ
○インターネット申込みに関するお問い合わせ
　人事院人材局試験課
　☎ 03―3581―5311（内線 2333）
　午前９時 30分～午後５時
　（土・日曜日および祝日等の休日は除く。）
○上記以外の問合せ
　関東信越国税局人事第二課試験係
　☎ 048―600―3111（内線 2097）
　午前８時 30分～午後５時
　（土・日曜日および祝日等の休日は除く。）

自衛官候補生（男子）募集の 
お知らせ
要員区分／陸上自衛隊、海上自衛隊および航空自衛隊
受付期間／６月 21日㈫～７月４日㈪
試験期日／７月９日㈯
試験会場／陸上自衛隊新発田駐屯地（新発田市大手町）
受験資格／ 18歳以上 27歳未満の男子
お問い合わせ
　自衛隊新潟地方協力本部　佐渡駐在員事務所
　☎６３―４５１２

大賞　松村　宏
「horizontal・vertical」

市報さど　平成28年6月号
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市
長
の
要
求
に
基
づ
く
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
市
長
の
要
求
に
基
づ
く
監
査
の
結
果
を
平
成
28
年

4
月
13
日
に
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次 

佐
渡
市
監
査
委
員
　
中
川
　
隆
一

監
査
要
求
事
項
及
び
要
求
の
概
要

１　
監
査
要
求
事
項

　

元
佐
渡
市
職
員
（
以
下
「
元
職
員
」
と

い
う
。）
に
よ
る
不
適
正
な
予
算
執
行

（
以
下
「
預
け
金
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、

現
時
点
で
市
に
損
害
が
な
い
こ
と
。

２　
要
求
の
概
要

　

預
け
金
と
は
、
予
算
の
執
行
に
お
い
て
、

業
者
と
架
空
取
引
の
契
約
を
行
い
、
そ
の

契
約
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
の
に
履
行
さ

れ
た
と
す
る
虚
偽
の
会
計
書
類
に
よ
り
公

金
を
支
出
し
、
そ
の
支
出
金
を
業
者
に
保

有
さ
せ
、
後
日
こ
れ
を
利
用
し
て
契
約
と

は
異
な
る
内
容
の
取
引
を
行
う
不
適
正
な

会
計
処
理
で
あ
る
。

　

元
職
員
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る

情
報
処
理
業
を
営
ん
で
い
た
者（
以
下「
当

該
業
者
」
と
い
う
。）」
に
、
物
品
等
の
納

入
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
に
、
虚
偽
の
請

求
書
を
提
出
さ
せ
て
公
金
を
支
出
し
、
預

け
金
と
し
て
管
理
さ
せ
て
い
た
。

　

預
け
金
に
よ
る
金
員
は
必
要
に
応
じ
て

引
き
出
さ
れ
、
元
職
員
が
在
席
し
た
総
務

課
人
事
係
で
使
用
す
る
電
子
計
算
機
器
の

シ
ス
テ
ム
改
修
や
、
物
品
の
購
入
等
の
費

用
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。

　

元
職
員
と
当
該
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
た

預
け
金
行
為
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
予
算
執
行
に
お
い
て

31
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
そ
の
総
額
は

１
５
３
万
５
２
８
８
円
で
あ
っ
た
。

　

市
の
調
査
で
は
、
預
け
金
に
よ
っ
て
購

入
さ
れ
た
物
品
等
は
、
公
用
で
実
際
に
使

用
さ
れ
て
お
り
、
元
職
員
に
よ
る
私
的
流

用
は
な
い
こ
と
、
ま
た
当
該
業
者
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
業
務
委
託
に
か
か
る

費
用
や
物
品
の
販
売
価
格
は
市
場
価
格
と

比
較
し
て
も
相
当
で
あ
り
、
預
け
金
の
収

支
に
お
い
て
残
金
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
の
預
け
金
に
よ
る
市
の
損
害
は
な

い
と
し
て
監
査
を
求
め
て
い
る
。

監
査
の
主
な
着
眼
点

１　

�

預
け
金
に
関
す
る
市
の
調
査
は
適
正

か

２　

�

預
け
金
以
外
の
当
該
業
者
と
市
と
の

取
引
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
た
か

監
査
委
員
の
判
断

　

預
け
金
以
外
の
当
該
業
者
と
市
の
取
引

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
始
ま
り
平

成
26
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
当
該

業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
通
帳
等
の
出
納
資

料
と
市
の
支
出
伝
票
等
を
確
認
し
た
結
果
、

取
引
期
間
に
お
け
る
当
該
業
者
と
市
の
会

計
処
理
は
双
方
と
も
正
し
く
行
わ
れ
て
い

た
。

　

預
け
金
以
外
で
市
が
当
該
業
者
か
ら
購

入
し
た
単
価
１
万
円
以
上
の
物
品
に
つ
い

て
行
っ
た
調
査
で
も
、
特
に
問
題
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
預
け
金
以
外
の
当
該
業

者
と
市
と
の
取
引
に
お
い
て
は
問
題
と
な

る
よ
う
な
内
容
は
発
見
さ
れ
ず
、
当
該
業

者
と
市
の
取
引
は
概
ね
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

次
に
、
預
け
金
の
総
額
１
５
３
万
５
２

８
８
円
の
収
支
に
残
額
が
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
預
け
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
電

子
計
算
機
器
の
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
業
務

委
託
費
及
び
物
品
等
の
購
入
価
格
を
確
認

し
た
結
果
、
ど
ち
ら
も
一
般
的
な
取
引
の

範
疇
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

当
該
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、

シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
業
務
委
託
費
を
も
っ

て
、
預
け
金
を
年
度
毎
に
精
算
し
残
額
を

ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
金
額
調
整
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
こ
の
調
整
に

よ
っ
て
市
に
不
利
益
が
発
生
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
預
け
金
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た

物
品
等
は
公
用
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

監
査
で
は
、
預
け
金
に
よ
る
不
当
な
利

益
の
発
生
や
物
品
等
の
私
的
流
用
な
ど
は

認
め
ら
れ
ず
、
預
け
金
の
収
支
に
残
額
が

な
い
と
す
る
市
の
調
査
は
適
正
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
監
査
要
求
事
項
で

あ
る
元
職
員
に
よ
る
不
適
正
な
予
算
執
行

に
お
け
る
市
の
損
害
は
な
い
と
判
断
す
る
。

監
査
委
員
の
意
見

　

預
け
金
と
い
う
不
適
正
な
予
算
執
行
が

長
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
こ

の
行
為
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
甚

だ
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
の
行
政
運

営
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
ね

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
市
は
市
長
を
は
じ
め
職
員
一
丸

と
な
っ
て
適
正
な
事
務
の
執
行
を
図
り
再

発
防
止
に
努
め
、
失
っ
た
市
民
の
信
頼
を

一
刻
も
早
く
回
復
す
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

市報さど　平成28年6月号
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平
成
26
年
度
行
政
監
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
改
善
措
置
等
の
状
況
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
行
政
監
査
の
結
果
を
受
け
て
、
市
長
か
ら
改
善
措
置
等
を
講
じ
た

旨
の
通
知
を
平
成
28
年
2
月
24
日
に
受
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次 

佐
渡
市
監
査
委
員
　
中
川
　
隆
一

１�　
公
金
以
外
の
現
金
等
の
取
扱
い

事
務
の
実
態
に
つ
い
て

指
摘
事
項
の
要
旨

⑴�　

公
金
以
外
の
現
金
等
の
取
扱
い
に
関

し
て
、
基
準
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
会

計
規
定
が
ほ
と
ん
ど
の
部
署
及
び
団
体

に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

�　

必
ず
会
計
規
定
を
定
め
、
そ
の
規
定

を
順
守
さ
れ
た
い
。

⑵�　

市
の
公
金
取
り
扱
い
事
務
に
お
い
て

は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
立
替
払
を

行
っ
て
い
た
。

⑶�　

収
入
簿
・
支
出
簿
・
出
納
整
理
簿
が

な
く
通
帳
の
み
で
管
理
し
て
い
る
も
の

が
あ
っ
た
。

⑷�　

入
出
金
の
際
に
調
書
類
が
作
成
さ
れ

て
お
ら
ず
、
上
司
の
決
裁
を
受
け
な
い

で
１
人
の
担
当
職
員
が
事
務
処
理
を

行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

�　

ま
た
、
年
度
末
に
ま
と
め
て
役
員
の

決
裁
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

⑸�　

通
帳
と
届
出
印
を
担
当
職
員
が
一
括

し
て
管
理
し
て
い
る
事
例
が
多
数
あ
っ

た
。

⑹�　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い

る
も
の
が
あ
っ
た
が
作
成
す
べ
き
で
は

な
い
。

⑺�　

市
職
員
が
外
部
団
体
の
会
計
を
担
当

し
て
い
て
決
算
書
の
作
成
を
せ
ず
、
団

体
内
で
の
監
査
も
受
け
て
い
な
い
も
の

が
あ
っ
た
。

　

�　

ま
た
、
決
算
書
を
作
成
し
監
査
は

行
っ
て
い
る
も
の
の
決
算
書
の
内
容
が

誤
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

⑻�　

切
手
の
多
数
購
入
で
出
納
整
理
簿
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

改
善
措
置
等
の
状
況

　

上
記
⑵
か
ら
⑻
ま
で
の
指
摘
事
項
を
踏

ま
え
た
「
佐
渡
市
任
意
団
体
の
会
計
事
務

取
扱
規
程
」
を
制
定
し
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
規
程
は
、
上
記
⑴
の
指
摘
事
項
に

当
た
る
も
の
で
、
当
該
規
程
を
順
守
す
る

よ
う
職
員
に
周
知
徹
底
し
ま
す
。

２�　
市
職
員
が
外
部
団
体
の
会
計
事

務
を
取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い
て

指
摘
事
項
の
要
旨

⑴�　

市
職
員
が
外
部
団
体
の
会
計
事
務
を

取
り
扱
う
必
要
性
を
検
討
せ
ず
、
そ
の

根
拠
も
明
確
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

⑵�　

市
職
員
が
事
務
局
と
し
て
会
計
事
務

を
取
扱
っ
て
い
る
が
、
最
近
の
数
年
間

は
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
団
体
が
あ
っ

た
。

　

�　

活
動
を
休
止
し
て
い
る
団
体
に
つ
い

て
は
、
そ
の
団
体
の
継
続
の
必
要
性
も

含
め
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
見
直

し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

改
善
措
置
等
の
状
況

　

平
成
28
年
１
月
28
日
付
け
事
務
連
絡
に

よ
り
、
各
課
長
等
に
通
知
し
、
そ
の
検
討

結
果
を
２
月
末
ま
で
に
総
務
課
長
に
報
告

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

３　
そ
の
他

指
摘
事
項
の
要
旨

⑴�　

今
回
調
査
し
た
団
体
の
予
算
に
お
い

て
、
繰
越
額
が
そ
の
団
体
の
年
間
の
支

出
額
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

⑵�　

市
有
地
に
銅
像
を
設
置
し
た
団
体
の

通
帳
を
保
管
し
て
い
た
が
、
そ
の
銅
像

の
所
有
権
と
管
理
体
制
が
不
明
の
ま
ま
、

市
職
員
が
そ
の
通
帳
と
銅
像
の
管
理
を

行
っ
て
い
た
。

改
善
措
置
等
の
状
況

⑴�　

当
該
団
体
に
お
い
て
、
佐
渡
市
が
補

助
金
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
団

体
の
活
動
実
績
を
精
査
し
、
補
助
率
や

補
助
金
額
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
し
た
。

⑵�　

顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
、
銅
像
の
所

有
権
を
明
ら
か
に
し
て
、
適
正
な
管
理

体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

�　

市
職
員
が
管
理
し
て
い
た
通
帳
と
銅

像
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
11
月
に
所

有
権
を
有
す
る
団
体
に
引
き
渡
し
ま
し

た
。

訂正  ４月下旬に対象者
の皆さまへご案内しました
『高齢者肺炎球菌ワクチ
ン予防接種のご案内』に
ついて誤りがありました。
お詫びして訂正します。
【対象者】
（正）「�90歳　大正15年

４月２日～昭和２
年４月１日」

（誤）「�90歳　昭和元年４
月２日～昭和２年
４月１日」

市報さど　平成28年6月号
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６月は

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
指
定

管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
が
所
有
す
る
公
の
施
設
の
管
理
運

営
を
、
市
に
代
わ
っ
て
行
う
民
間
企
業

や
団
体
な
ど
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
象
施
設

　

佐
渡
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設

　

所
在
地
：
真
野
新
町
４
８
９
番
地
ほ
か

募
集
期
間

　

６
月
10
日
㈮
～
７
月
12
日
㈫

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
郵
送
の
場
合
は
７
月
12
日
必
着
）

そ
の
他

　

募
集
に
関
す
る
詳
細
は
、
６
月
10
日

㈮
か
ら
受
付
窓
口
で
配
布
す
る
募
集
要

項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
期
間
中
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(https://w

w
w
.city.sado.

niigata.jp/

）
で
募
集
要
項
等
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・	

受
付
窓
口

　

市
役
所
財
務
課
財
産
管
理
室
管
財
係

　

☎
63
―
３
１
１
４

　


63
―
５
１
２
４

施
設
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
地
域
振
興
課
情
報
統
計
係

　

☎
63
―
５
１
３
９

　


63
―
５
１
２
５

第
69
回「
種
火
の
会
」の 

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
「
種
火
の
会
」
は
、「
医
療
・
福
祉
・
介
護
・

教
育
」
を
考
え
る
多
職
種
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

今
回
は
「
こ
こ
ろ
の
森
・
親
子
ネ
ッ
ト
」

の
臼
木
敦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
話
し

合
い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
森
・
親
子
ネ
ッ

ト
」
は
、
不
登
校
親
子
の
共
通
の
悩
み
、

子
ど
も
た
ち
の
思
い
、
そ
し
て
み
ん
な

の
願
い
を
出
し
合
い
な
が
ら
活
動
を
積

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

支
え
合
う
仲
間
と
し
て
、
応
援
し
合

う
仲
間
と
し
て
、
多
く
の
方
に
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日　
時　

�

６
月
28
日
㈫�

午
後
７
時
～
９
時

会　
場　

�

佐
渡
総
合
病
院�

２
階　

講
堂

講　
師　
臼
木　

敦
さ
ん

参
加
費　
３
０
０
円
（
資
料
代
・
郵
送
代
）

世
話
人　

�

岡
﨑
実
、
金
岡
恵
美
子
、�

村
田
圭
、
橋
本
昌
子
、�

光
村
克
己

お
問
い
合
わ
せ

　

光
村
克
己
（
事
務
局
）

　

☎
０
９
０
―
４
０
９
１
―
９
５
０
７

　

電
子
メ
ー
ル�

　

the-sa-do-01-31@
nifty.com

第４回 佐渡人権展（パネ
ル展）のご案内

　人びとが尊重し合い差別や偏見のない社会の実現に向
けて、平和や人権について考えていただくため、「佐渡
人権展」を開催します。
　さまざまな人権に関するパネル・資料の展示やＤＶＤ
の上映などの他、差
別問題についての講
演会も開催します。
　お気軽にご参加く
ださい。
　人権の大切さを一
緒に学びましょう。

◆パネル展
日時／７月８日㈮　午前９時～午後５時００分
　　　７月９日㈯　午前９時～午後３時３０分

◆講演会
日時／７月９日㈯　午後１時３０分～午後３時
演題／「差別は連鎖する！日本社会の差別構造を問う」
講師／藤野　豊さん（敬和学園大学人文学部教授）
※�会場はいずれも両津総合体育館（梅津２３４３－１）
入場は無料です。

お問い合わせ　市役所市民生活課　☎６３－５１１２

「トキの里探検隊」
～体験ガイドと一緒に	
　 トキの住む自然で生物にふれあおう～
　近くの田んぼでいろいろな動植物を観
察します。
開 催 日／６月19日㈰・7月24日㈰、31日㈰
集合時間／�午前 10時�

（午前 11時 30分終了予定）
集合場所／トキの森公園売店横
※未就学児（5歳以上対象）無料

　小中学生 500 円、大人 1,000 円
※トキの森公園ペア招待券をプレゼント

お問い合わせ・お申し込み
　トキの里探検隊事務局
　☎２２―２６５８（ＦＡＸ兼用）
　（平日午前８時 30分～午後５時 30分）

　「深めよう 絆 にいがた県民会議」は、
学校、家庭、地域が連携して、いじめな
どの諸問題の解消と未然防止に社会全体
で取り組む「いじめ見逃しゼロ県民運動」
を推進しています。

「いじめ見逃しゼロ強調月間」です

市報さど　平成28年6月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を

　
　
　

持
ち
込
む
際
の
お
願
い

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込

む
際
は
、
次
の
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
入
時
間

　

月
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
12
月
31
日
～
１
月
３
日
、日
曜
日
を
除
く
。

　

混
み
合
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
ん
だ
ご
み
は
、
係
員
が
誘
導
す
る

場
所
に
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
持
ち
込
み

　

両
津
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
南
佐
渡
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
２
台

を
超
え
る
よ
う
な
多
量
の
ご
み
を
持
ち
込

む
場
合
は
、
セ
ン
タ
ー
の
受
入
れ
状
況
に

よ
り
持
ち
込
み
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
各
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
両
津
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
―
１
７
０
０

・
南
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
86
―
２
３
７
３

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課
施
設
管
理
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

　

「
教
科
書
展
示
会
」を
開
催
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
教
科
書
展
示
会
を
佐
渡

市
立
両
津
小
学
校
で
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
の
見
本
を
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

期
間　
６
月
17
日
㈮
～
７
月
６
日
㈬

　
　
　
（
土
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　

�

佐
渡
市
立
両
津
小
学
校
（
両
津
湊

２
０
０
─
１
）
１
階　

会
議
室

内
容　
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
科
書

お
問
い
合
わ
せ

　

�

佐
渡
教
科
書
セ
ン
タ
ー（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
内
）　

☎
23
―
４
８
９
４

消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

消
防
団
員
の
団
結
強
化
、
消
防
技
術
の

向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動

体
制
の
充
実
強
化
に
よ
り
地
域
の
安
心
・

安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

佐
渡
市
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
８
月
７
日
㈯
に
糸
魚
川

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
新
潟
県
消
防
大

会
操
法
競
技
会
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
の
選

考
会
を
兼
ね
て
お
り
、
当
日
は
、
佐
渡
市

消
防
団
の
各
方
面
隊
か
ら
代
表
７
チ
ー
ム

が
ポ
ン
プ
車
操
法
を
行
い
、
県
大
会
の
出

場
権
を
競
い
ま
す
。

　

実
際
に
水
を
出
し
て
標
的
を
倒
し
ま
す
。

出
場
す
る
選
手
の
高
度
な
消
火
技
術
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
～

場
所　
佐
渡
市
消
防
本
部
（
八
幡
58
）

　
　
　

雨
天
時
も
同
会
場
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
総
務
課

　

☎
51
―
０
１
２
１

弁
護
士
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　

土
地
関
係
、
会
社
関
係
、
家
事
関
係
、

多
重
債
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
ト
ラ

ブ
ル
の
解
決
の
た
め
、
弁
護
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
問
題
が
複
雑
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
相
談
が

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
問
題
解
決
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★�

面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
７
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
場　
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
　
　
（
両
津
夷
３
８
４
―
11
）

定
員　
10
名

申
込
期
限　
７
月
12
日
㈫
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

佐
渡
版
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆ 

ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
新
潟
支
店

お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株
式
会
社

信
越
営
業
本
部
で
は
、
毎
年
佐
渡
市
市
民

便
利
帳
を
加
え
た
「
佐
渡
版
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
＆
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
を
製
作
し
、
各
家

庭
や
事
業
所
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
版
で
は
市
役
所
で
の
各
種

手
続
き
や
制
度
の
紹
介
に
加
え
、
新
た
に

「
防
災
特
集
」

と
し
て
地
域

の
避
難
所
や

公
衆
電
話
な

ど
の
防
災
情

報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
―
５
０
６
３
０
９

　
（
受
付
時
間

　
　
　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

平
成

28
年
度

第
13
回

佐
渡
市

市報さど　平成28年6月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

婚
活
支
援
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）

を
行
う
団
体
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女

に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事
業
ま
た
は

結
婚
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
行
う
団

体
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

対
象
団
体
は
、
結
婚
支
援
を
目
的
と
し

た
事
業
を
行
う
団
体
で
あ
り
、
市
内
に
事

業
所
等
を
有
し
、
主
と
し
て
市
内
で
活
動

を
行
う
団
体
で
す
。

　

ま
た
、
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

補
助
金
は
、
イ
ベ
ン
ト
一
回
の
開
催
に

つ
き
、
補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
４
分

の
3
以
内
の
額
で
、
10
万
円
を
限
度
と
し

て
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
回
数
は
、
一
団
体
に
つ

き
年
度
一
回
ま
で
で
す
。

　

予
算
限
度
額
に
達
し
た
場
合
、
募
集
を

終
了
い
た
し
ま
す
。

　

応
募
す
る
際
の
申
請
書
類
等
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　
９
月
30
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

市
役
所
地
域
振
興
課
交
流
推
進
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

労
働
保
険
の『
年
度
更
新
』は 

お
早
め
に
!!

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

　

申
告
書
の
提
出
と
保
険
料
等
の
納
付
は
、

今
年
度
は
７
月
11
日
㈪
が
期
限
で
す
。
ま

だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
手
続
き
は
電
子
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
か
ら

電
子
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

さ
ら
に
口
座
振
替
を
申
請
す
る
と
第
１

期
の
納
期
が
約
２
ヶ
月
延
長
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
年
度
更
新
に
向
け
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。（
平
成
28
年
度
の
年
度
更

新
に
お
け
る
口
座
振
替
の
届
出
は
既
に
締

切
っ
て
い
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
新
潟
労
働
局

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
23
―
４
５
０
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡

　

☎
27
―
２
２
４
８

　

新
潟
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
２

寄付者 住所 寄付者 住所

株式会社藤井商店　様 西蒲原郡
弥彦村 株式会社セーブオン　様 群馬県

前橋市
有限会社
セブン・システム　様 佐渡市 原沢　みなこ　様 新潟市

合同会社ひととき　様 佐渡市 鐘江　くに江　様 埼玉県
狭山市

農事組合法人
長畝生産組合　様 佐渡市 梅村　静代　様 愛知県

名古屋市
有限会社齋藤農園　様 佐渡市 佐渡興産有限会社　様 佐渡市
北片辺農事組合法人　様 佐渡市 ときわ会　様 新潟市

有限会社高橋農園　様 佐渡市 株式会社メニコン　様 愛知県
名古屋市

佐々木　治巳　様 佐渡市 生活協同組合連合会
コープネット事業連合　様

埼玉県
さいたま市

中山　二重　様 北海道
札幌市 入濵　直美　様 福岡県

福岡市
佐渡汽船運輸株式会社　様 佐渡市 佐渡トキの田んぼを守る会　様 佐渡市

（旧）何代農家組合　様 佐渡市 株式会社アクア・グリーン
佐渡ヶ島　様 佐渡市

佐渡地域振興局「地域から親し
まれる振興局」実現チーム　様 佐渡市 尾畑酒造株式会社　様 佐渡市

有限会社ベストホーム　様 東京都
渋谷区

農事組合法人
大和田営農組合　様 佐渡市

松井　三生　様 佐渡市 ※承諾をいただいた方のみ記載しています。

「
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
」
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
）
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
、
総
額
５
０
７
万
４
０
７
５
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募
金
や
多
く
の
個
人
・
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

訂
正 

５
月
25
日
発
行
の
市
報
さ
ど
お
知
ら
せ
版

１
４
７
号
、４
ペ
ー
ジ
目
の『
人
権
擁
護
委
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
』に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）平
間　

俊
雄
さ
ん　
（
誤
）平
間　

俊
夫
さ
ん

市報さど　平成28年6月号
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９－６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
A）　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
B）　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
C）　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者の
いる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯な
どは214,000円）以下であること

③�収入月額が158,000円以上487,000円以下である
こと

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

相川
栄町団地あやめ棟(１階) 1 ② ○ H8 耐火構造３階建て 2DK 18,800 ～ 36,900

栄町団地あやめ棟(３階) 1 ①、② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

佐和田 県営青柳寺住宅（４階） 1 ①、② - S56 耐火構造４階建て 3DK 16,500 ～ 32,400

金井 木戸沢第3住宅（１、２階） 3 ①、③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

畑野 後稲葉住宅団地（Ｃ棟） 1 ② ○ H13 木造平屋長屋建て 2DK 13,800 ～ 27,200

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 6 月 30 日㈭　午後５時
■入居予定	 7 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。
	 ◆連帯保証人：市内在住親族２名　　　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）	 １２

心配ごと相談日（6/15～7/15）
　生活の様々な心配ごとや困りごとを気
軽に相談できる窓口を開催しています。お
住まいの地区以外での相談もできますの
で、ぜひご利用ください。相談は無料、予
約は不要です。直接、開催日にお越しくだ
さい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　佐渡市社会福祉協議会本所
　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けておりませ
ん。相談を希望される方は、直接会場にお越し
ください。

地区 相談日 時間 会場

両 津

6月23日㈭
7月  2日㈯
7月13日㈬

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

7月  7日㈭ 18:00～20:00

相 川

6月16日㈭
6月21日㈫

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
7月  3日㈰
7月10日㈰

佐 和 田 6月27日㈪ 9:00～12:00 佐渡中央会館
金 井 7月10日㈰ 13:00～16:00 金井コミュニティセンター
松ヶ崎 7月11日㈪ 9:00～12:00 松ヶ崎総合センター

小 木 7月  6日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設（あゆす会館）

市報さど　平成28年6月号
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生活情報
　　さど

　

一
部
の
悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の

訪
問
販
売
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。特
に
悪
質
な
事
業
者
は
、ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

を
狙
っ
て
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。

【
相
談
事
例
】

　

突
然
、外
壁
工
事
を
す
る
と
い
う
業
者

が
自
宅
の
点
検
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
訪
問

し
て
き
た
。必
要
な
い
と
強
く
断
っ
た
が
、

な
か
な
か
帰
っ
て
く
れ
ず
、あ
ま
り
に
も
強

引
な
勧
誘
に
契
約
し
そ
う
に
な
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は
、ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
ま
す
。ま
た
長
時
間
に
お
よ
ぶ

居
座
り
等
強
引
な
勧
誘
な
ど
の
場
合
に
は
、

消
費
者
契
約
法
に
よ
っ
て
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

事
業
者
の
選
択
肢
を
多
く
し
、比
較
検

討
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

契
約
を
す
る
前
に
家
族
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
悪
質
事
業
者
の
勧
誘
方
法
は
？
】

●�

や
さ
し
い
言
葉
づ
か
い
で
、お
年
寄
り
の

話
を
聞
き
、商
品
を
す
す
め
る

☝�

高
額
な
契
約
を
す
す
め
る
時
は
、き
ち

ん
と
対
応
が
で
き
る
家
族
に
同
席
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●�「
無
料
で
お
宅
を
点
検
し
ま
す
」と�

　
　
　
　
　
　
言
葉
巧
み
に
近
づ
く

☝�

タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
。「
無
料
」と

い
う
言
い
方
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●�

契
約
を
す
る
ま
で
、�

　
　
　
　
何
時
間
で
も
居
座
る

☝�

契
約
し
て
も
ら
う
ま
で
何
時
間
で
も
居

座
り
、契
約
し
よ
う
と
し
ま
す
。「
帰
っ

て
く
だ
さ
い
」と
行
っ
て
も
帰
ら
な
い
場

合
は
、警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
契
約
後
に
次
々
と
別
工
事
を
す
す
め
る

☝�

契
約
後
ま
た
は
工
事
中
に
、次
々
と
別

の
工
事
を
勧
め
る
事
業
者
も
い
ま
す
。

別
の
工
事
が
本
当
に
必
要
な
も
の
か
、

よ
く
判
断
し
て
か
ら
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
な
時
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１イ

８ヤ

８ヤ

（
嫌い
や

や
！
泣
き
寝
入
り
）

訪
問
販
売
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
　
　
契
約
は
慎
重
に
！

～ 

悪
質
な
事
業
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

～

　

両
尾
小
学
校
は
全
校
児
童
が
27
名
の
学

校
で
す
。
児
童
数
は
少
な
い
で
す
が
、
地

域
の
皆
様
か
ら
支
え
ら
れ
、
地
域
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
て
学
習
活
動
を
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
当
校
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

一　
地
域
人
材
の
活
用

　
㈠ 

着
衣
泳

　

両
尾
海
岸
で
行
っ

て
い
る
着
衣
泳
で
す
。

佐
渡
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
ク
ラ
ブ
と
佐
渡

海
上
保
安
署
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
が
身
近
に
あ
る
両

尾
っ
子
に
と
っ
て
、
海
の
楽
し
さ
や
怖

さ
を
知
る
と
て
も
意
義
の
あ
る
活
動
で
す
。

　
㈡ 

版
画
学
習

　

両
津
大
川
地
域
は
版
画
制
作
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
制
作
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

方
か
ら
効
果
的
な
図
案
の
描
き
方
や
彫

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

毎
年
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
指
導
の
お
か
げ

で
、
年
々
、
児
童
の

制
作
技
術
が
着
実
に

向
上
し
て
い
ま
す
。

二　
地
域
素
材
の
活
用

　
㈠ 

民
話
劇

　

佐
渡
や
両
尾
地
域
に

伝
わ
る
民
話
を
題
材
に

民
話
劇
を
創
作
し
、
文

化
祭
な
ど
で
披
露
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は

「
二
つ
岩
の
団
三
郎
」

と
い
う
相
川
に
伝
わ
る
話
を
も
と
に
劇
化

し
ま
し
た
。

　
㈡ 

子
ど
も
鬼
太
鼓

　

全
校
児
童
に
よ
る
鬼

太
鼓
の
練
習
を
通
し
て
、

佐
渡
に
伝
わ
る
伝
統
芸

能
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

佐
渡
の
文
化
の
深
さ
を

再
確
認
し
て
い
ま
す
。

二　
地
域
住
民
や
地
域
と
の
か
か
わ
り

　

毎
年
、
両
尾
公
民
館
主
催
の
交
流
会
で

地
域
の
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
音
楽
発
表

会
で
演
奏
し
た
曲
を
披
露
し
た
り
、
一
緒

に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
前
に

広
が
る
両
尾
海
岸
の
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
を
全
校
児

童
で
行
い
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
に

し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
佐
渡
市
立
両
尾
小
学
校

市報さど　平成28年6月号
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■�

祝
！！
野
生
下
生
ま
れ
同
士
の
ト
キ
の
ペ

ア
か
ら
「
純
野
生
」
の
ト
キ
の
ひ
な
誕

生
！！

　

４
月
22
日
、
野
生
下
生
ま
れ
同
士
の
ト

キ
の
ペ
ア
か
ら
ひ
な
が
誕
生
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
純
粋
な
野
生
下
生
ま

れ
の
ひ
な
の
誕
生
は
40
年
ぶ
り
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
５
月
10
日
の
環
境
省
発
表
に
よ

る
と
、
野
生
下
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
て
い

る
ペ
ア
は
32
組
と
な
り
、
そ
の
う
ち
ヒ
ナ

が
確
認
さ
れ
て
い
る
ペ
ア
は
17
組
、
抱
卵

が
確
認
さ
れ
て
い
る
ペ
ア
は
14
組
と
な
り

ま
し
た
。

　

繁
殖
期
は
ト
キ
が
最
も
敏
感
に
な
る
季

節
で
す
。
人
が
巣
に
近
づ
く
と
ト
キ
が
危

険
を
感
じ
て
巣
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ひ
な
が
巣
立
ち
す
る
６
月

ご
ろ
ま
で
営
巣
地
へ
の
接
近
な
ど
は
控
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■�

佐
渡
市
が
平
成
28
年
度「
み
ど
り
の
日
」

自
然
環
境
功
労
環
境
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た

　

今
年
度
の
「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境

功
労
に
つ
い
て
旧
両
津
市
お
よ
び
旧
新
穂

村
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
佐
渡
の
ト
キ

保
護
活
動
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
に
東
京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

佐
渡
市
か
ら
三
浦
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

◆�

市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

断
層
っ
て
何
者
？

　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」は
、４
月
14
日

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.5
、16
日
に
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.3
の「
本
震
」を
観
測
し
、そ
の
後

も
余
震
が
続
き
被
害
が
拡
大
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
は
、日
本

列
島
を
は
じ
め
佐
渡
に
も
あ
り
ま
す
。し

か
し
、断
層
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ

に
災
害
に
繋
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

断
層
が
一
体
何
者
な
の
か
を
知
り
、ど
の
よ

う
に
対
処
し
、付
き
合
っ
て
い
く
か
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。例
え
ば
、佐
渡
で
は

断
層
の
動
き
に
よ
っ
て
水
を
得
た
地
域
と

水
を
遮
さ
え
ぎ
ら
れ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

小
木
半
島
で
は
、断
層
に
沿
っ
て
移
動
し

て
い
る
水
を
確
保
す
る
た
め
、横
井
戸
を

掘
り
ま
し
た
。断
層
が
動
き
岩
同
士
が
こ

す
れ
る
と
、岩
石
は
粘
土
の
よ
う
に
変
化

し
ま
す
。こ
の
粘
土
の
よ
う
に
な
っ
た
岩
石

は
水
を
通
さ
な
い
た
め
、断
層
に
沿
っ
て
水

が
流
れ
て
い
く
の
で
す
。横
井
戸
は
岩
石
の

性
質
を
う
ま
く
利
用
し
た
井
戸
な
の
で
す
。

　

二
見
半
島
で
は
、中

山
ト
ン
ネ
ル
付
近
に

断
層
が
あ
る
た
め
金

北
山
か
ら
の
水
が
届

き
ま
せ
ん
。し
た
が
っ

て
、二
見
半
島
で
は
た

め
池
を
作
り
、水
を
得
る
農
法
が
発
達
し

ま
し
た
。

　

断
層
に
よ
っ
て
、水
を
得
た
小
木
半
島

と
水
が
遮
ら
れ
た
二
見
半
島
が
同
じ
島
の

中
に
存
在
し
ま
す
。大
地
の
動
き
が
、同
じ

佐
渡
の
中
で
も
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る

の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
139

小木半島の横井戸

二見半島の溜め池

市役所前にてトキ野生下二世ひな誕生
お祝い

ふれあいプラザのヒナもすくすく育っています

「阿蘇ジオパーク復興支援
金口座」の開設について
　熊本地震で被災した阿蘇ユネスコジ
オパークでは、復興に向け支援金口座
を開設しました。ご支援よろしくお願
いいたします。
支援口座：肥後銀行　宮地支店
　　　　　普通　口座番号：1419042
口座名義：阿蘇ジオパーク復興支援金
（アソジオパークフッコウシエンキン）

市報さど　平成28年6月号
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鶴
子
銀
山
⑴
　
鉄
吹
炎
の
如
く 

― 

銀
山
発
見
譚 

―

　
『
佐
渡
国
略
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

「
佐
渡
古
実
略
記
」
に
、「
鶴
子
銀
山
立
始

リ
之
事
」
と
し
て
、
銀
山
発
見
の
経
緯
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
天

文
十
一
年
（
１
５
４
２
）、
越
後
国
茂
右

衛
門
と
い
う
者
数
年
当
国
へ
商
に
渡
海
、

あ
る
時
夜
に
入
り
沢
崎
沖
を
馳
通
り
船
中

よ
り
見
れ
ば
、
沢
根
に
当
り
鉄て
つ

吹ふ
き

炎ほ
の
おの
ご

と
く
光
空
に
移
り
怪
し
け
れ
ば
、
近
く
船

を
寄
せ
見
れ
ば
、
沢
根
の
奥
山
に
金
気
の

立
に
ぞ
あ
り
け
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

島
根
県
の
石
見
銀
山
発
見
譚
が
載
る

『
銀
山
旧
記
』
に
も
、「
は
る
か
南
山
を
望

む
に
爀か
く

然ぜ
ん

な
る
光
あ
り
」
と
あ
り
、
鶴
子

と
同
様
に
山
が
光
っ
て
い
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

18
世
紀
前
半
に
ま
と
め
ら
れ
た
鉱
山
技

術
書
で
あ
る
『
山
相
秘
録
』
に
は
、
５
～

６
月
頃
の
雨
上
が
り
に
南
の
方
角
の
山
を

見
る
と
、「
清せ
い

翠す
い

の
中
に
別
に
霞こ

光う

瑞ず
い

靄あ
い

を
発
し
て
、
鮮
明
他
に
異
な
る
所
あ
る
は
、

即
ち
諸
金
含
有
の
山
相
な
り
」
と
、
こ
れ

ら
の
伝
承
を
裏
付
け
る
よ
う
な
記
述
が
あ

り
ま
す
。

　

明
治
20
年
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
江
戸
幕

府
役
人
の
聞
書
き
『
旧
き
ゅ
う

事じ

諮し

問も
ん

録ろ
く

』
に
、

最
後
の
佐
渡
奉
行
で
、
後
に
相
川
県
参
事

と
な
っ
た
鈴
木
重し
げ

嶺ね

の
語
っ
た
話
が
載
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、「
私
が
江
戸
に

帰
る
時
、
佐
渡
帰
り
の
ワ
ラ
ジ
履
き
の
外

国
人
と
一
緒
に
な
っ
た
。
彼
が
語
る
事
に

は
、
佐
渡
が
金
の
多
い
所
で
あ
る
こ
と
は

新
潟
か
ら
見
て
も
わ
か
る
。
な
ぜ
か
と
い

え
ば
、
闇
夜
で
も
佐
渡
は
金
光
を
放
つ
の

で
、
他
方
の
暗
夜
と
違
っ
て
明
る
い
。
そ

れ
で
、
私
も
佐
渡
に
戻
る
時
に
試
し
て
み

た
ら
、
江
戸
の
闇
夜
と
違
い
、
幾
分
か
光

明
が
あ
る
よ
う
だ
」
と
あ
り
ま
す
。

　
「
鉄
吹
炎
の
ご
と
く
光
」
と
あ
る
鶴
子

銀
山
発
見
譚
も
、
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
の

話
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

配
置
地
区　

�

佐
渡
棚
田
協
議
会
・�

猿
八
地
区

配
置
時
期　
平
成
28
年
2
月
着
任

出
身
地　
山
形
県
鶴
岡
市

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

い
つ
で
も
自
然
が
そ
ば
に
あ
っ
て
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
る
島
、
そ
れ
が
佐
渡
で
し

た
。
着
任
直
後
に
訪
れ
た
猿
八
は
深
い
雪

に
覆
わ
れ
、
自
然
の
厳
し
い
一
面
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
四
季
の

変
化
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
だ
か
ら

こ
そ
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

配
置
地
区
（
佐
渡
棚
田
協
議
会
・
猿
八
地

区
）
で
の
活
動
等

　

佐
渡
棚
田
協
議
会
の
運
営
支
援
と
し
て
、

今
年
７
月
14
～
16
日
に
佐
渡
で
開
催
さ
れ

る「
第
22
回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ

ト
」
の
情
報
発
信
や
企
画
運
営
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
全
国
棚
田（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ

ト
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

に
よ
り
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
棚
田
を
残
そ
う

と
、
年
に
一
度
、
全
国
各
地
か
ら
人
々
が

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
、
新
た
な
試
み
と
し
て
主
に
若
者

を
対
象
に
棚
田
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合

う
「
Ｕ
30
（
ア
ン
ダ
ー
サ
ー
テ
ィ
ー
）
棚

田
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
企
画
の
内
容
を
考

え
た
り
、
棚
田
の
現
況
を
島
内
外
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
種
ま
き
や
田
植

え
の
様
子
を
棚
田
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
サ

ミ
ッ
ト
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ガ
イ
ド
や

伝
統
芸
能
を
披
露
し
て
く
れ
る
小
中
学
生

の
練
習
風
景
も
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
の
抱
負

　

取
材
を
通
し
て
、
棚
田
に
は
苦
労
や
笑

顔
、
そ
し
て
生
産
者
の
方
の
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
一
つ
を
「
物
語
」
と
し
て
伝
え
、

多
く
の
人
に
棚
田
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。ま
た
、サ
ミ
ッ

ト
一
辺
倒
で
か
か
わ
れ
ず
に
い
る
猿
八
地

区
に
つ
い
て
も
魅
力
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

近
こん
藤
どう
　千

ち
扇
せ
さん

鶴子銀山の遠景

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

市報さど　平成28年6月号
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第
51
回
両
津
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　（
両
津
地
区
）

　

４
月
29
日（
金
・
祝
）第
51
回
両
津
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。両
津
総
合

体
育
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、梅
津
公
園
ゴ
ー

ル
と
な
る
、２
キ
ロ
・
４
キ
ロ
・
10
キ
ロ
の

各
コ
ー
ス
に
２
０
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、沿
道
か
ら

多
く
の
応
援
も
あ
り
、小
学
生
・
中
学
生
含

め
た
参
加
者
全
員
、無
事
完
走
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

両
津
地
区
は
こ

の
大
会
を
皮
切
り

に
今
後
も
各
種
大

会
を
開
催
し
、両

津
地
区
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
第
71
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会 

　
　
　
　
　
　
　
　「
佐
渡
展
」
開
催

会
期・開
館
時
間

　

６
月
23
日
㈭
～
27
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　

�

相
川
体
育
館�

（
相
川
栄
町
１
）

前
売
り
券

　

一
般
４
０
０
円

　
（
当
日
券　

４
５
０
円
）

　

※�

大
学
生
以
下
、ま
た
は
障
が
い
者
手
帳
保
持

者
は
無
料
で
す
。

販�
売
場
所　
市
役
所
市
民
相
談
室
、教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
、各
地
区
公
民
館
、

　

�

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
、佐
渡
中
央
図

書
館
、佐
渡
版
画
村
美
術
館

作
品
鑑
賞
会

６
月
26
日
㈰

・
午
前
10
時
30
分
～

【
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
】

	

講
師　

田
中
足
穂　

さ
ん

・
午
後
１
時
～

【
書
道
】	

講
師　

金
子
嘯
風　

さ
ん

・
午
後
２
時
15
分
～

【
工
芸
】	

講
師　

本
間
秀
昭　

さ
ん

・
午
後
３
時
30
分
～

【
版
画
】	

講
師　

小
林
寿
一
郎　

さ
ん

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
☎
27
―
４
１
８
５

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（両津支所内）
☎２７─４１８５

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

風をきって勢いよくスタート！

「ホームページ」から 
　　　本の予約ができます
　佐渡市の図書館ではホームページから
本や雑誌を予約することができます。ご
利用にあたり、あらかじめ図書館や図書
室の窓口でパスワードをご登録する必要
があります。

○��貸出状況や予約状況を確認することが
できます。
　�ご不明な点は、中央図書館にお問い合
わせください（☎６３－２８００）
○�手続き後は、ホームページ上からパス
ワードやメールアドレスを変更できます。

 資料紹介 

「佐渡の五重塔　日蓮宗妙宣寺五重塔の歴史」	
  児玉信雄著　刀水書房
　日蓮宗妙宣寺の境内には、日蓮聖人が
佐渡に配流された時に身を挺して世話を
した阿仏房日得上人とその妻千日尼を祀
る五重塔がある。文政 10 年に再建され
るまでの歴史を、造塔に関わった多くの
人々に光を当てながら辿る。

「思ひ川 第四集 金井短歌教室	
 発足三十周年記念誌　合同作品集」	
  金井短歌教室　伊藤節子発行
　昭和 61 年７月金井町公民館活動の短
歌講座として始まり約 30 年あまり、月
１回の講座を休むことなく続けてきた金
井短歌教室のあゆみを、歌集として刊行
したもの。

利用者の皆さまへお願い
　借りている図書で、すでに返却期間
をすぎてしまった図書がありましたら、
最寄りの図書館・図書室へお返しくだ
さい。
　よろしくお願いします。

市報さど　平成28年6月号
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司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・�

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・

死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

�

☎
51
―
４
０
７
７（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・
固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

首都圏情報コーナー

東京両津の会　新体制発足
　４月17日㈰、第54回東京両津の会総
会・懇親会が、東京都新宿区ジョン万次郎
アトレヴィ信濃町店で開催されました。不
安定な天候にもかかわらず、184名の方に
ご参加いただき盛大な総会となりました。
　磯野和也会長の挨拶で開始され、この
度の熊本地震の犠牲者に深く哀悼を述べられました。
　また、任期２年を経て会長職を辞することが表明され、これまで
の会員の協力に謝意が表されました。祝辞に佐渡市長代理の池野
財務課長様から、佐渡産コシヒカリが高い評価を得ている事、ふる
さと納税では平成27年度に約5,100名の方から約1億2500万円
の寄付をいただいたこと等が紹介されました。
　次いで、首都圏佐渡連合会会長坂田正通様から佐渡市の新市
長誕生により、佐渡が変わっていく事への期待が感じられると挨拶
されました。
　さらに、東京新潟県人会名誉会長平辰様から、「佐渡の活性化の
ために頑張ろう！」と郷土への応援を発声されました。会長任期満
了に伴う選任において、新会長に白根四男也様が選出され就任の
挨拶を行いました。
　そのほか、佐渡金銀山世界遺産登録に向けた取組みの現状の
紹介や盛りだくさんのアトラクションが催され、次回の再会を約し
て散会しました。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

白根四男也新会長

「佐渡共通商品券協同組合」 
「相川町商品券協同組合」 

からのお知らせ
　２０１２年発行「ま
ごころ商品券（オレン
ジ色）」および「相商
商品券（有効期限を紫
色で表示）」の有効期
限が近付いています。
　いずれも有効期限は、
平成 28 年６月 30 日
です。
　有効期限が過ぎますと組合員の
お店での商品・サービスとの引き
換えができません。また、払い戻
しについても行いませんので期限
内にご利用ください。

お問い合わせ
○まごころ商品券
佐渡共通商品券（協）本部
佐和田商工会�
☎５２－３１４８

○相商商品券
相川町商品券（協）�
相川町商工会�
☎７４－３２３６

市報さど　平成28年6月号
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 4/7～ 5/9届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 両津湊 伊　藤　啓　作 80 4.  8
　〃 住吉 坂　詰　ト　シ 93 4.  9
　〃 羽吉 髙　井　ア　ヤ 88 4.13
　〃 豊岡 川　原　ミツヱ 84 4.14
　〃 両津福浦二丁目 金　子　タ　ネ 96 4.16
　〃 春日 加　藤　ユリ子 68 4.20
　〃 加茂歌代 北　　　純　一 64 4.20
　〃 吾潟 柴　田　トシエ 89 4.23
　〃 梅津 祝　　　エ　子 88 4.23
　〃 加茂歌代 岩　原　　一郎 92 4.29
　〃 両津福浦三丁目 山　﨑　德　一 82 4.30
　〃 北五十里 本　間　榮　子 89 5.  2
　〃 秋津 髙　野　正　美 89 5.  5
　〃 住吉 轡　田　タ　ツ 100 5.  6
　〃 水津 氏　　　丈　夫 83 5.  8
相　川 入川 池　田　イチ子 76 4.  6
　〃 姫津 森　川　忠　夫 82 4.11
　〃 達者 川　波　一　市 67 4.13
　〃 相川大浦 金　子　サチ子 84 4.15
　〃 相川大浦 秋　野　直　行 74 4.30
　〃 石名 土　屋　ハ　ル 95 5.  7
佐和田 沢根五十里 菊　地　正　枝 93 4.13
　〃 沢根 阿　野　寅次郎 76 4.15
　〃 河原田諏訪町 細　野　　　等 74 4.22
　〃 沢根五十里 加　藤　弘　次 85 4.27
　〃 八幡 池　　　ハル子 92 4.30
　〃 青野 　　岡　静　雄 88 5.  1
金　井 吉井 岩　田　　　章 67 4.14
　〃 貝塚 山　川　サエ子 63 4.14
　〃 泉 北　見　いくよ 63 4.15
　〃 金井新保 児　玉　　　裕 78 4.17
　〃 貝塚 野　澤　チヨ子 89 4.18
　〃 千種 武　井　昭八郎 83 4.21
　〃 中興 髙　野　タ　ツ 88 4.25
　〃 泉 治　部　敏　雄 90 4.27
　〃 中興 近　藤　さと子 82 4.29
　〃 金井新保 德　田　ヒサエ 97 5.  4
新　穂 上新穂 笹　布　チ　ヨ 96 4.13
　〃 新穂皆川 金　子　竹千代 84 4.15

新　穂 新穂皆川 雜　賀　ヒサ子 85 4.17
　〃 新穂 山　田　八　郎 77 4.17
　〃 下新穂 加　賀　ミヨエ 96 4.28
　〃 新穂長畝 村　田　　　巖 86 5.  8
畑　野 栗野江 小　田　藤治郎 93 4.  8
　〃 小倉 後　藤　辰　次 74 4.10
　〃 目黒町 長　島　篤太郎 92 4.20
　〃 丸山 下　坂　ア　サ 80 4.23
　〃 飯持 猪　股　ウ　メ 86 4.30
　〃 多田 河　口　　　薫 77 5.  1
　〃 栗野江 川　村　キ　シ 102 5.  1
　〃 寺田 羽二生　マサ野 95 5.  2
　〃 目黒町 生　田　秀　雄 69 5.  3
真　野 真野新町 金　子　　太郎 93 4.  8
　〃 大倉谷 安　藤　　　亢 91 4.10
　〃 真野新町 田　中　多枝子 85 4.11
　〃 竹田 内　田　　久男 74 4.19
　〃 豊田 本　間　キ　ミ 94 5.  1
　〃 西三川 山　本　又　一 91 5.  3
小　木 小木町 池　　　　　亨 83 3.  7
　〃 小木町 佐　藤　�　朗 83 4.15
　〃 小木町 末　武　隆　久 82 4.17
　〃 小木町 中　野　利　枝 97 4.28
　〃 小木木野浦 金　子　利　男 68 5.  3
　〃 小木強清水 本　間　タツエ 88 5.  5
羽　茂 羽茂滝平 金　子　　　忠 79 4.  2
　〃 羽茂三瀬 川　口　　　但 90 4.  6
　〃 羽茂滝平 大　倉　興　治 54 4.  7
　〃 羽茂三瀬 佐　藤　長　司 76 4.11
　〃 羽茂村山 小　田　富　男 92 4.17
　〃 羽茂大崎 草　木　千　枝 89 4.17
　〃 羽茂村山 細　井　泰　久 89 4.19
　〃 羽茂本郷 髙　津　フサ子 87 4.20
　〃 羽茂飯岡 本　間　安　春 86 4.21
　〃 羽茂大橋 藤　井　一　郎 74 4.22
　〃 羽茂小泊 臼　杵　松　枝 88 4.25
　〃 羽茂村山 氏　井　一　美 73 4.29
赤　泊 徳和 坂　井　寅　市 89 4.  7
　〃 赤泊 中　川　敏　昭 61 4.29

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 羽吉 髙　井　直　斗 昇一 4.  9
　〃 加茂歌代 臼　杵　大　聖 和哉 4.21
　〃 両津大川 北　　　帆　華 一樹 4.22
　〃 加茂歌代 岩　﨑　椎　南 陽平 4.25
　〃 春日 山　岸　琴　美 秀之 4.30
相　川 北狄 小　杉　隼　人 賢太郎 4.  9
　〃 高瀬 渡　邉　　　碧 翔 4.13
　〃 姫津 石　見　結　心 流星 4.28
　〃 戸地 本　間　由美子 義隆 4.29
　〃 二見 坂　下　心　春 浩昭 5.  3
佐和田 八幡 本　間　緒　飛 基生 4.  7
　〃 中原 稲　葉　悠　真 正悟 4.26
　〃 沢根炭屋町 内　田　朝　陽 龍助 4.27
　〃 東大通 岩　崎　嵐　星 歩 4.29
金　井 泉 白　井　夢希奈 勇気 4.  2

金　井 水渡田 中　川　桜　海 雅斗 4.  7
　〃 水渡田 中　川　桜　水 雅斗 4.  7
　〃 中興 佐々木　桜　向 良介 4.13
　〃 千種 大　平　郁　花 透 4.13
　〃 三瀬川 阿　部　ひなた 伸吾 4.16
　〃 泉 計　良　大　和 美保子 4.16
　〃 千種 菊　地　真　有 信雄 4.18
新　穂 新穂大野 安　田　晄　大 篤史 4.  4
畑　野 浜河内 上之山　　　遥 博文 4.  1
　〃 丸山 下　坂　美　優 正美 4.  4
真　野 吉岡 関　東　晴　人 渉太 4.  9
　〃 豊田 安　藤　法　子 大介 4.19
小　木 小木強清水 本　間　海　星 久男 4.29
羽　茂 羽茂小泊 長　林　謙　斗 伸吾 3.27
　〃 羽茂大橋 天　澤　南　美 道洋 4.  4
　〃 羽茂大橋 八　木　朋　香 俊樹 4.  5
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地産地消のお店（サドメシラン）を紹介します！
「サドメシラン」は佐渡の食材（サドメシ）が駆け巡る（ラン）という願いを込めた造語です。
佐渡市が「地産地消のお店」と認定している飲食店、ホテル・旅館、直売所などをご紹介いたします。

ホテルファミリーオ佐渡相川
小川 1267-１　☎７５－１０２０

　名勝佐渡海府海岸を代表する
景勝地「尖閣湾」手前の国定公
園内に建ち風光明媚な海岸美が
一望できます。レストランの食材
には、朱鷺と暮らす郷づくり認証
米をはじめ、あらめ、いごねり、な
がも、もずくといった佐渡産の海
藻類をふんだんに使用しています。また、佐渡産の食
材を前面に打ち出した宿泊プランを複数用意しており、
佐渡産紅ズワイガニ甲羅焼きと限定酒プラン、地元の
お母さんが作る島ごはんプラン、あわび料理のプラン、
バーベキュープランなど、ご予算とご希望にあわせ、お
客様のニーズにお応えしております。

■ホームページ http://www.familio-sadoaikawa.com/

国民宿舎 海府荘
関 ４２８-１　☎７８－２３１１

　絶景の続く外海府を巡る拠点とし
て、長く愛されているお宿です。周辺
には佐渡を代表する景勝地が多く、
外海府海岸の大パノラマを一望でき
る関岬灯台へは車で5分。大野亀、ニ
ツ亀までは車で20分圏内です。海ま
では徒歩3分という近さで、全客室か
ら海が見渡せます。提供される料理は豊富で新鮮な山
海の幸をふんだんに使用しており、お米も地元の農家
さんから仕入れています。このほか、ランチでは本格カ
レーやオムライスを限定で提供しており、銀座・資生堂
パーラーで修行を積んだシェフの匠の技も楽しむこと
ができます。オフシーズンにはフレンチのコースも提供
しています。（ランチ、フレンチは要予約となります）
■ホームページ http://kaifusou.com/

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 27

※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。
お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１
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〈作り方〉
①トビウオは、３枚おろしにし、腹骨を取る。
②�トビウオに軽く塩をふってしばらく置き、ひたひたの酢に漬けて
表面が白っぽくなるくらいまで置く。
③トビウオの頭の方から皮をむき、1cmくらいのそぎ切りにする。
④きゅうりは薄切りにし、塩でもんでさっと洗う。
⑤長ねぎは縦半分に切り、斜め薄切りにする。
⑥調味料🅐を合わせ、③～④を和える。

＜材料＞　４人分
	 トビウオ………………… １８０ｇ
	   （3 枚おろしにし、腹骨を取ったもの）
	 きゅうり………………… １００ｇ
	 味噌……………………… 大さじ２
	 酢………………………… 大さじ２
	 みりん…………………… 大さじ２
	 砂糖……………………… 大さじ２

【いわれ】 羽茂祭りの頃、トビウオが獲れるので作
ります。玉ねぎと大葉の組み合わせで作ったりも
します。佐渡ではトビウオを「アゴ」といいます。

「サドメシラン認定店」とは　佐渡産食材をふんだんに使用し、「地産地消のお店」として佐渡市が認定したお店です。佐渡産
食材をたくさん消費することは、佐渡の生産者の元氣にもつながります。地産地消のお店で佐渡産食材をたくさん食べて、身
体も佐渡も元氣にしましょう！

サドメシラン（地産地消のお店）認定店舗を募集しております！！

とびうおのなます

お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１

🅐 ⎫
⎬⎧



市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

■発行・編集　佐渡市役所 総合政策課広報広聴係　〒952-1292 佐渡市千種232番地　     ■発行日　平成28年6月10日
　TEL0259（63）3111㈹・FAX0259（63）3300	 ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp
	 公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR

市の面積　855.61㎢（平成26年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成25年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ �市役所地域振興課（情報統計係） 	
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者 ㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成をお願いします。詳しくは、市役所総合政
策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。

《特定外来生物》をご存知ですか？
「特定外来生物」とは？
　外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系や農林水産業などに被害を及ぼすもの、またはそのおそ
れがあるものの中から環境大臣が指定したものです。
　特定外来生物を飼育・栽培・保管・運搬・販売などした場合、法律により懲役または罰金が科せられるこ
とがあります。

【外来生物被害予防３原則】へのご理解・ご協力をお願いします。
❶ 入れない　悪影響を及ぼすかもしれない外来生物をむやみ持ち込まない
❷ 捨てない　飼っている外来生物を野外に捨てない
❸ 拡げない　野外にすでにいる外来生物はほかの地域に拡げない

お問い合わせ　市役所環境対策課　環境エネルギー係　☎６３－３１１３

大麻・けしを発見した場合は通報してください
県では、不正大麻・けし撲滅運動を実施しています。
写真に似た植物を発見した場合は、ご連絡ください。

お問い合わせ
　佐渡保健所地域保健課　☎７４－３４０３
（平日・午前 8時 30分～午後 5時 15分まで）

○特定外来生物のうち佐渡でも良く見るものの一部

オオクチバス（ブラックバス） オオキンケイギク（花期は6月-7月頃） オオハンゴンソウ（花期は7月-8月頃）


